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分子進化に関して,木村資生 ,KingandJukes は中立説なる考えを提唱 した.
この考えは,一言で言 うと, ｢分子 レベルにおいては,突然変異は,申立か致死的変異
であ って adaptivemutation は無視できる｣とい うヰ､のである｡中立説の一つの根







DA(to,tl); A-蛋白質において toに分岐 し, tl 後の種間におけるunitof
4)







･LA , A-蛋白質の site数 (アミノ酸個数)
二倍体の生物を考え,中立な突然変異以外はすべて致死的変異だとすると,固定確率
は 1/2N(t)とな ｡,平均値 DA(t｡,tl)は,
tl 1
I)A(to･tl)= 2′ 〝A V(t)･2･N(t) ･前 dtto
Poisson分布に従うことから, site当｡の標準偏差をoA とすると,










DB(to,tl)+OB ～ BB(to,tl)～ DB(to,tl)- OB
(4)式が.相同蛋白質の種間差異の比較において成立しているか否かを解析する0
相同蛋白質としては. Cytochrome C,nemoglobin α,β,Fibrinopeptide
(A,B)の4種を使用した｡又用いた7種の動物を以下に示す｡後獣下翻 一有袋目 -
カンガルー,正獣下翻 一 霊長目 一 人,サル,兎形目 - ウサギ,食肉日 - イヌ, 杏


















図 1,2では,破線 と実線 で示 される ambiguityの最低値 に対応す る 面/古
は一致 し,かつ最低値 は 20%以下 である｡ このデー タのみか ら考 えると, (4)
式 は成立 し中立説 を支持 しているよ うに思 える. しか し図 3では, 破線 と実線
で最低値 に対応するDc/Dβは大 き く異 っている｡ この二つ事実を合せ考 える
と, "ア ミノ酸置換率一定 "なる説 は, どの蛋白質においても成立 す るという
わけではな く,少 くとも cytochrome C Fibrinopeptide のグルー プ と
Hemoglobin a,βのグループではアミノ酸置換に関して異る機構か存在すると考え
ざるを得ない｡我々は.Hemoglobinα,β については神互に関係の深い蛋白質で
あることから,置換が同期 して生 じることは考え易く,そのため,図 2のように見かけ
上(5)式を満足する結果になったと考えている . I]emoglobin において置換率が一定
でないのではないかとの考えは,この蛋白質か比較的新 しいヰ､のであるという事実によ
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その理論の中で遺伝子頻酎 こランダムな変移を起困せ しめる factor として. 主に
次の2つか考慮される｡ 1つは,特に有限集団に於いて決定的であるか, 無作為 交配
(Random Mating)を反映するflandom Sampling という影響であり,今 1つは衆
3)
境 (遺伝子をとりまく様々な外的作用)の揺動による卓､のとである｡
後者はSelectinn ∫ntensity,S を確率変数ならしめる｡
さて我々の最初の問題意識は次の主張に始まる7､.Ohtaの論文4)であったo ｢固定
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